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連結注記表

連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

１ 連結の範囲に関する事項

　(1) 連結子会社の数 １社

　(2) 連結子会社の名称

　 株式会社UNIGEN

２ 会計処理の基準に関する事項

　(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

　 たな卸資産

　 評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

　 仕掛品、原材料及び貯蔵品 … 個別法による原価法

　(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

　 ① 有形固定資産（リース資産を除く）

　 定率法によっております。

　 但し、建物（建物附属設備を除く）については定額法によっております。

　 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　 建物及び構築物 ６～31年 機械装置 ２～８年 工具器具備品 ２～15年

　

　 （会計上の見積の変更と区分することが困難な会計方針の変更）

　 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成25年１月１日以

後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しており

ます。これにより従来の方法に比べて、当連結会計年度の営業損失、経常損失及び税金等調整

前当期純損失はそれぞれ262,539千円減少しております。

　

　 ② 無形固定資産

　 定額法によっております。

　 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　 商標権 10年 自社利用のソフトウエア ３～５年 水道施設利用権 15年

　 ③ リース資産

　 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

　(3) 繰延資産の処理方法

　 株式交付費 支出時に全額費用として処理しております。

　(4) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として

処理しております。

　(5) その他連結計算書類作成のための重要な事項

　 消費税等の会計処理

　 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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連結貸借対照表に関する注記

１ 担保に供している資産及び担保に係る債務

　(1) 担保に供している資産の額

　 普通預金 4,262,508千円

建物 2,217,472千円

　 計 6,479,980千円

　(2) 担保に係る債務

１年内返済予定の長期借入金 435,000千円

　 長期借入金 8,700,000千円

　 計 9,135,000千円

※ 当社連結子会社である株式会社UNIGENの銀行借入に係る債務であります。

２ 有形固定資産の減価償却累計額 1,536,142千円

３ 国庫補助金等により取得価額から控除した固定資産の圧縮記帳累計額

　 建物及び構築物 1,472,816千円

　 機械装置 941,546千円

　 工具器具備品 480,124千円

　 ソフトウエア 2,467千円

４ 長期預り金は独立行政法人医薬基盤研究所より交付を受けた助成金であります。この助成金は助成

対象医薬品が希少疾病用医薬品等の製造販売承認を受けた場合に、当該承認を受けた日から10年間

にわたり当該医薬品等の売上高に一定割合を乗じた金額を助成金として交付された金額を限度とし

て同研究所に対して納付金として納付する義務を負うものであります。
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連結株主資本等変動計算書に関する注記

１ 当連結会計年度末日における発行済株式の種類及び総数

　 普通株式 8,425,900株

自己株式 50株

２ 当連結会計年度末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の

目的となる株式の種類及び数

　 普通株式 606,400株

金融商品に関する注記

１ 金融商品の状況に関する事項

　(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、必要に応じて運転資金や設備資金等を銀行借入により調達しております。ま

た、一時的な余裕資金は短期的な預金等により運用し、投機的な取引は行わない方針でありま

す。

　(2) 金融商品の内容及び当該金融商品に係るリスク

敷金及び保証金は、主に賃貸借契約に係る敷金・保証金として差入れており、賃貸主の信用リス

クに晒されております。１年内返済予定の長期借入金及び長期借入金は、運転資金及び設備投資

に係る資金調達を目的として借り入れたものであり、金利の変動に係る市場リスクに晒されてお

ります。リース債務は、主に設備投資に係る資金調達を目的としたものであり、返済日は最長で

平成33年12月までの８年であります。なお、リース債務は、原則として支払リース料が定額であ

るため、金利変動のリスクは負っておりません。未払金、未払法人税等は１年以内の支払期日で

あります。

　(3) 金融商品に係るリスク管理体制

敷金及び保証金は、取引開始時に契約先の信用状況の把握に努めております。借入金について

は、変動金利で借入を行う場合、金利の動向を把握し、短期・長期、固定金利・変動金利のバラ

ンスを勘案して対応することでリスク軽減を図っております。
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２ 金融商品の時価等に関する事項

平成25年12月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額に

ついては、次のとおりであります。

(単位：千円)

連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預金 4,267,657 4,267,657 ―

(2) 未収消費税等 789,050 789,050 ―

(3) 敷金及び保証金 66,884 62,305 △4,579

資産計 5,123,591 5,119,012 △4,579

(1) 未払金 (382,348) (382,348) ―

(2) 未払法人税等 (29,631) (29,631) ―

(3) 短期借入金 (1,484,300) (1,484,300) ―

(4) 長期借入金
　 (１年内返済予定の長期借入金含む）

(11,585,000) (11,591,606) 6,606

(5) リース債務
　 (１年内返済予定のリース債務含む）

(643,165) (645,566) 2,401

負債計 (14,124,444) (14,133,450) 9,006

(注) １ 負債に計上されるものについては、( )で表示しております。
２ 金融商品の時価の算定方法に関する事項
　資産
　 (1) 現金及び預金、(2) 未収消費税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿
価額によっております。

　 (3) 敷金及び保証金
敷金及び保証金の時価については、返済時期を見積もった上で、将来キャッシュ・フ
ローを無リスクの利子率で割引いて算定する方法によっております。

　負債
　 (1) 未払金、(2) 未払法人税等、(3)短期借入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿
価額によっております。

　 (4) 長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）
　 長期借入金については、元利金の合計金額を同様の新規借入を行った場合に合理的に

見積もられる利率で割引いて算定する方法によっております。
　 (5) リース債務（１年内返済予定のリース債務含む）

リース債務の時価については、元利金の合計額を同様の新規リース取引を行った場合
に合理的に見積もられる利率で割引いて算定する方法によっております。

― 4 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2014年03月03日 09時43分 $FOLDER; 4ページ （Tess 1.40 20131220_01）



１株当たり情報に関する注記

　１株当たり純資産額 498円74銭

　１株当たり当期純損失 491円59銭

重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。
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個別注記表

重要な会計方針に係る事項に関する注記

１ 資産の評価基準及び評価方法

　(1) たな卸資産

　 評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

　 仕掛品 ……………………………個別法による原価法

　(2) 有価証券

　 子会社株式 ……………………………移動平均法による原価法

２ 固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

　 定率法によっております。

　 但し、建物（建物附属設備を除く）については定額法によっております。

　 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　 建物 31年 建物附属設備 ６～18年 構築物 ７～10年

　 機械装置 ２～８年 工具器具備品 ２～10年

　 （会計上の見積の変更と区分することが困難な会計方針の変更）

　 当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資

産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。これによる影響は軽微

であります。

　(2) 無形固定資産

　 定額法によっております。

　 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　 商標権 10年 自社利用のソフトウエア ３～５年 水道施設利用権 15年

３ 繰延資産の処理方法

　 株式交付費 支出時に全額費用として処理しております。

４ 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。

５ その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

　 消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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貸借対照表に関する注記

１ 担保に供している資産及びこれに対する資産

(1) 担保に供している資産

　 普通預金 678,198千円

　 定期預金 3,335,000千円

　 計 4,013,198千円

(2) 担保に係る債務

　 子会社の１年内返済予定の長期借入金 435,000千円

　 子会社の長期借入金 8,700,000千円

計 9,135,000千円

２ 有形固定資産の減価償却累計額 124,260千円

３ 国庫補助金等により取得価額から控除した固定資産の圧縮記帳累計額

　 建物 407,235千円

　 建物附属設備 1,033,324千円

　 構築物 32,257千円

　 機械装置 941,546千円

　 工具器具備品 480,124千円

　 ソフトウエア 2,467千円

４ 長期預り金は独立行政法人医薬基盤研究所より交付を受けた助成金であります。この助成金は助成

対象医薬品が希少疾病用医薬品等の製造販売承認を受けた場合に、当該承認を受けた日から10年間

にわたり当該医薬品等の売上高に一定割合を乗じた金額を助成金として交付された金額を限度とし

て同研究所に対して納付金として納付する義務を負うものであります。

５ 保証債務

(1) 子会社の銀行借入金に関する保証

　 株式会社UNIGEN 11,719,300千円

　 計 11,719,300千円

(2) 子会社のリース債務に関する保証

　 株式会社UNIGEN 655,438千円

　 計 655,438千円

６ 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

　 短期金銭債権 44,975千円

　 短期金銭債務 3,602千円
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７ 貸出コミットメント

　 当社は運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行と貸出コミットメント契約を締結しておりま

す。期末日における貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は、次のとおりであります。

　 貸出コミットメントの総額 1,300,000千円

　 借入実行残高 700,000千円

　 差引額 600,000千円
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損益計算書に関する注記

　関係会社との取引高

営業取引 2,037,489千円

　 営業取引以外の取引による取引高 66,140千円

株主資本等変動計算書に関する注記

　当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

　 普通株式 50株

税効果会計に関する注記

　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳（単位：千円）

流動資産

繰延税金資産 未払事業税 7,135

　 貯蔵品 561,857

その他 2,219

計 571,212

固定資産

繰延税金資産 長期預り金 120,409

　 繰延資産償却超過額 82,775

　 繰越欠損金 2,008,717

　 その他 10,799

計 2,222,702

繰延税金資産の小計 2,793,915

評価性引当額 △2,793,915

繰延税金資産の合計 ―

固定負債

繰延税金負債 資産除去債務 5,555

計 5,555

繰延税金負債の合計 5,555
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関連当事者との取引に関する注記

子会社及び関連会社等 (単位：千円)

種類
会社等
の名称

議決権等の
所有(被所
有)割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

子会社
株式会社
UNIGEN

所有
　直接
　50.00％

役員の兼任
役員及び従
業員の出向
医薬品製造

の委託
資金の貸付
債務保証
被債務保証
増資の引受

製造の委託
2,037,489
(注)1、2

未払金 3,602

前渡金 41,884

設備の賃貸
60,054

(注)1、2
― ―

資金の貸付
1,425,000

(注)3
関係会社
短期貸付金

1,205,000

資金の回収 470,000 ― ―

立替金の回収
170,100
(注)4

― ―

借入金に対する
債務保証

11,719,300
(注)5

― ―

リース債務に対
する債務保証

655,438
(注)6

― ―

借入金に係る被
債務保証

700,000
(注)7

― ―

銀行借入に対す
る担保提供

4,013,198
(注)8

― ―

増資の引受 502,500 ― ―

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注) 1. 価格その他の取引条件は、市場実勢を勘案して当社が希望価格を提示し、価格交渉の上で

決定しております。

2. 取引金額には消費税等を含めておりません。

　 3. 資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。

　 4. 岐阜工場の設計費用の一部立替金の回収であります。

　 5. 銀行借入に対する保証であり、保証料の受取は行っておりません。

　 6. リース契約に対する保証であり、保証料の受取は行っておりません。

　 7. 銀行借入に対する被保証であり、保証料の支払は行っておりません。

　 8. 銀行借入に対して、当社の普通預金及び定期預金を担保提供しております。

１株当たり情報に関する注記

　１株当たり純資産額 672円38銭

　１株当たり当期純損失 424円14銭

重要な後発事象に関する注記

　該当事項はありません。
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